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研究　東洋

　

本
年
度
は
一
昨
年
か
ら
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
果
敢
に
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
し
、
確
か
な
結
果
を
残

す
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
は
現
在
ま
で
、
世
界
中
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
先
の
見
え
な
い
危
機

の
時
代
こ
そ
、
確
か
な
哲
学
、
思
想
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
研
究
所
は
現
代
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
と
い
う
自
ら
の
使
命
を
再
確
認
し
、
二
〇
二
三
年
の
本
学
創
立
一
二
〇
周
年
を
目
指
し
て
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

　

昨
年
、
当
研
究
所
に
創
価
大
学
の
創
立
者
で
、
仏
教
思
想
家
の
池
田
大
作
先
生
を
研
究
対
象
と
す
る
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
が
新

た
に
発
足
し
た
。
新
部
門
の
設
立
に
よ
り
、
当
研
究
所
は
現
代
儒
学
研
究
部
門
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
、
西
洋
哲
学
研
究
部
門
、
イ
ス

ラ
ー
ム
研
究
部
門
と
合
わ
せ
て
五
研
究
部
門
体
制
と
し
て
新
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
九
月
に
は
中
国
山
東
大
学
池
田
大
作
研
究
所

主
催
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
：「
池
田
大
作
と
文
明
間
の
相
互
参
考
│
人
類
運
命
共
同
体
の
下
で
の
東
ア
ジ
ア
の
知
恵
」）

に
も
参
画
し
、
本
紀
要
に
も
関
連
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
を
中
心
に
、
池
田
思
想
の
更
な
る
探

求
を
目
指
す
所
存
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
中
国
山
東
大
学
、
韓
国
成
均
館
大
学
校
、
本
学
の
三
校
共
催
に
よ
り
、
十
一
月
に
第
九
回
日
中
韓
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
併
用
で
開
催
し
た
。
本
年
度
は
韓
国
成
均
館
大
学
校
が
主
催
校
と
な
り
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
東
ア

ジ
ア
共
生
と
東
洋
思
想
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
闊
達
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
制
約
も
多
い
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
年
度
内
に
二
度
開
催
出
来
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
活
動
に
と
っ
て
も
非
常
に
意
義
の
あ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

発
刊
に
よ
せ
て
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最
後
に
、
本
年
度
に
お
い
て
最
も
注
力
し
た
取
り
組
み
は
、
部
門
単
位
の
研
究
活
動
を
集
大
成
し
、
教
育
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
部
門
間
対
話
企
画
「
人
間
力
を
め
ぐ
る
対
話
」
で
あ
る
。
第
一
回
、
第
二
回
は
既
に
昨
年
度
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
地

元
誌
に
連
載
さ
れ
た
と
共
に
、
小
冊
子
と
し
て
全
学
共
通
授
業
「
人
間
力
の
育
成
」
に
お
け
る
授
業
内
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
年
度
は
最
終
回
と
な
る
第
三
回
を
九
月
に
開
催
し
、
十
二
月
に
は
全
三
回
の
内
容
を
ま
と
め
た
書
籍
『
四
大
思
想
か
ら
読

み
解
く 

人
間
力
を
め
ぐ
る
対
話
』
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
書
籍
は
本
学
に
お
け
る
「
人
間
力
の
教
科
書
」
と
し
て
末
永

く
教
育
活
動
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
建
学
の
精
神
を
万
年
に
留
め
る
本
学
の
歴
史
に
残
る
出
版
で
あ
っ
た
。

　

新
部
門
の
発
足
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
書
籍
の
発
刊
な
ど
、
本
年
度
は
多
分
野
に
お
い
て
確
か
な
結
果
を
残
す
こ
と
が
出

来
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
年
度
は
本
学
創
立
一
二
〇
周
年
の
佳
節
に
向
け
て
、
研
究
所
と
し
て
飛
躍
の
足
掛
か
り
を
築
く
重
要
な
一
年

で
あ
っ
た
。
仏
典
に
「
根
ふ
か
け
れ
ば
枝
し
げ
し
、
源
遠
け
れ
ば
流
れ
な
が
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張

り
、
源
が
豊
か
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
万
代
の
発
展
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
地
道
な
努
力
を
忘
れ
ず
、
新
た
な
挑
戦
を
続

け
て
参
り
た
い
。

　
　

令
和
四
年
二
月


